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エネルギー的に、O-Al-C ではなく、Al-O-C である。 































9-アントリルニトロニルニトロキシド，10-X-9-アントリルニトロニルニトロキシド（X = OMe, OEt, 
Br）およびこれらの遷移金属錯体（M = Mn, Co）を合成し，磁化率の測定，Ｘ線結晶構造解析を行
ったところ，10-エトキシ-9-アントリルニトロニトロキシドと Co(hfac)2 との錯体は強い強磁性的






















高周波マグネトロン（13.56MHz）、電力 100W、Arガス流量 9ml/min、スパッタ中の圧力を 2×
10-2Torrで 8 時間コーニング 7059 ガラス板上に製膜した。イオン注入試料は法政大学イオンビーム
工学研究所のNT-1500H型タンデム加速器を用いて、Tiイオンを 20×20×0.5mm角の石英板に２
MeVのエネルギーで、１×1016個/cm2注入した。 
PL の励起には He-Cd レーザー（325nm）を、検出器には光電子増倍管（R2658）を用いた。
He-Cd レーザーをクライオスタット中の試料に照射して、放出される PL をレンズで収束して光電
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図 1 ZnO 系膜の水素中焼鈍における電気抵抗変化   
熱処理温度 T (℃) 
 
また、Al に代わる次世代電子デバイスの配線薄膜材料として Cu 合金薄膜の材料探索と熱処理に
よる結晶成長と内部応力変化を検討した。Cu 合金膜では 250℃以上の熱処理によりヒロックが形
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